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NEC ExpressS 日00シリ-ズ 
Express 5800/11 0Ri-l,ill ORi-1 


運用-巧守編 

装置の運用および保守について説明します。 



曰常の巧守（248ぺージ） 

日常使う上で殖認しなければな6ない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明します。 

システム診断 （2 已吕ぺージ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

障害時の対処 （255 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の確認ちまやそ 
の対処ちまについて説明しています。 

巧守 ツール （292 ぺ ージ） 

保守ユーティリティの使い方について説明します。 

移動と巧管 （297 ページ） 

本体を移動' 保管する際の手順やを意事項について説明します。 

ユ ーザーサポート （299 ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明しまず。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社か6提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 





248 日常の保守 


曰常の保守 

装置を常にベストな状態でお使いになるために，ここで説 S 月するお認や保守を定期的に行っ 
て<ださい。万一、異常が見6れた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を 
巧頼してください。 


アラー トのお認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPR0/Se 「 \/e 「 Mariage 「 [75- 卜が通報されていないか、常にま意するよう 
むがけてください。 ESMPRO/ServerManager の「統合ビユーア丄「データピユーア丄 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 

参 ESMPRO でチェックずる画面 



データビューア 


STATUS ランプのお認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本体の電源を OFF にする前に、本体 
前面にあるランプの表示を殖認してください。ランプの機能と表示の内容については「八一 
ドウ王ア編」の109ページをご覧ください。万一、本体の異常を示す表示げお認された場合 
は> 保守サービス会社に連絡して保守を化賴してください。 
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定巧的に本体の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールじついてはお買い 
求めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウエアの構成を変更したり、 B の S の設定を変更したりした後は，オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってく 
ださい旧0ページ参照)。 

RAID システムを構築しているシステムでは、 RAID システムのコンフイグレーシヨン情報の 
バックアップをとっておいてください。また、八ードディスクドライブ故障によるリビルド 
を行った後わコンフィグレーシヨン情報のバ 、ソク アップをとっておくことをお勧めします。 
コンフィグレーシヨン情報のバックアップじついては、 EXPRESS 己 UILDER に格納されてい 
るオンラインドキュメントまたはボードに添付の説明書を参照してください。 


ク IJ — ニング 


装置ををい状態に保つために定期的にクリーニングして<ださい。 



警告 


AA 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理*改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔6かい乾いた巧でミちれを拭き取ってください。汚れが落ちに<いと 
きは、次のようなち法できれいになります。 


• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になりまず。 

• コンセント、ケープル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶巧に水など 
でめ6さないで<ださい。 


1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消口）になっていることを確認ずる。 

2. 本体の電源コードをコンセントか S 巧く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた巧でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔5かい巧を浸し、よく絞る。 
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5. ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってちれを取る。 

6. 真水でめ S してよく絞った巧でを5-度ふく。 

ス乾いた巧でふく。 


キーボード/マウスのク U —ニング 

キーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯） 
になっていることをお認した後、キーボードの表面を乾いた巧ではいてください。 

マウスが正常に機能するためには，内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールのミちれを防ぐためにほこりの少ない場所で使巧して，を期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 


1 . 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消口）になっていることを確認する。 

2. マウスを裏返してマウスボールカ 
1 (一を反時計回りに回して中か6 
マウスボールを取り出す。 

3. マウスボールを乾いた柔6かい巧 
などでふいて、巧れを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯、ま 
たは水で薄めた中性洗剤を少量含 
ませてふいて < ださい。 


4. マウス内部にある3つのルさな 
□-ラを綿棒などでふく。 

ミちれがひどいときは アルコールな 
どをか量含ませてふいてくださ 
い。 

已.マウスボールをマウスの中に戻 
す。 

手順3、4でマウスボールや □- 
ラをめ6した場合は、十分に乾燥 
させてか6ボールを人れてくださ 
い。 

6. マウスボールカバーを 元に戻し 
て、時計回りに回して□ックす 
る 0 
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ディスク①ク U —ニング 

CD - ROM などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりする 
とデータを正しく読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、ディスクのクリーニ 
ングを行いまず。 


1. 本体の電源が ON ( POWER ランプ点口）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを巧ず。 

トレーが光ディスクドライブか6化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちなが己トレーか5取り出す。 

ディスクの信号面に手び軸れないよラ注意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔 S かい巧でふさ取る。 

wO 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷つ 
nra いて誤動作の原因となりまず。 

已.トレーを軽く巧してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔6かい巧でふ<。 





ディスクは、中むか6列測に向けてふ 
いてぐださい。クリーナをお使いにな 
るとをは、専用のクリーナであること 
をお確かめください。レコード用のス 
プレー、クリーナ、ベンジン、シンナー 
を使用ずると、ディスクの内容が読め 
なくなったり、装置にそのディスクを 
セツトした結果、故障したりずるおそ 
れびありまず。 



テープドライブのク U —ニング 

テープドライブのへ、ソドの汚れはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングして<ださ 
し、クリーニングの時期やクリーニングのち法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命じついてはテープドライブじ添付の説明書を参照してください。 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行います。 

「 EXPRESS 巨 UILDER 」 の 「Tool menu 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります D 

• 本体 I こ取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キヤ、ソシュ^モリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


"~〇 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを列してくだ 
Bto さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに該響をおよぼずお 
それがありまず。 



n - ドディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 
ん。 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（キーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス） 
がありまず。 

それぞれの起動ちまは次のとおりです。 


"~〇 r 保守ツール J では、コンソールレスでの通信方まに LAN と COM ポートの2つ 
のちミちを記載していまずび、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用ずることびできまず。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセント 
か5巧く。 

2. 本体に接続している LAN ケープルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を ON にする。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を使ってシステムを起動ずる。 
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已.本体の コン ソールを使用して起動ずる場ちは 「Tool menu(Normal mode )」 を、 
コン ソ—ルレスで 起動する場合は 「Tool menu(Redirection mode )」 を選択す 
る。 


システム(こよっては 、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
反エック I す 。 Language selection メニューが表示された場合は 「 Japanese 」 を選択し 
まず。 


6. T 日日 L MENU の 「Test and diagnostics 」 を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End - Use 「 Mode 」 を違択してシステム診断を開始しま 
ず。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わりまず。 


試験タイトル 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (Bull 加 20901.1 .Im) 

I - Test End - 


Start 10:06:58 End 10:09:58 Pass 000:03:00 TestTime 000:03:00 
Test End: NormalEnd 03 AbnormalEnd 00 ForceEnd 00 


<System> 



MEM Memory 

16 count 

NormalEnd 

CACHE Cache 

49 count 

NormalEnd 

<SCSI> 



HDD_02:000 DK32DJ-36W 

89 count 

NormalEnd 


[Enter] Detail Information [ESC] Return to Enduser Menu - 


.試験ウィンドウ 
タイトル 


試験結果 


試験簡易 
ウインドウ 


-ガイドライン 


試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始.終了.経過時圍および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作するキーの説 S 月を表示します。 

試験簡易ウィンドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で < Ente 「> キーを押すと試 
験の詳細を表示しまず。 

システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、ち側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーを検化した試験に力ーソルを移動し < Enter > キーを押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連給してください。 
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1 . 画面最下段の「ガイドライン」に従い < Esc > キーを巧す。 
じ(下のエンドユーザーメニューを表示しまず。 

TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 

I — Enduser Menu — i 


<Test Result 〉 


<Device Lis わ 
<Log Info> 

<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result > 

前述の彰断終了時の画面を表示します。 

<Device List > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

<し〇 巨 lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グをフ□、ソピーディスクへ保をすることができま 
す。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォー マツ トミ斉みのフ□、ソピーデ ィス 
クをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし> < Save ( F )> を選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利巧できまず。 

< Reboot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーヴーメニューで < Reboot > を選択する。 

再起動し > システムが EXPRESSBUILDER か6起動します。 

日. EXPRESSBUILDER を終了し、光ディスクドライブか 5 DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントか6巧く。 

11. 手順2.で取りタルた LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続ずる。 


W 上でシステム診断は終了です。 
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障害時の巧処 

「古徘章かな？」と思ったときは、ここで説明ずる内容について磕認してください。該当する 
ことが6がある場合は、説巧に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所をお認し、 
障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを半！!断します。 

障害発生個所や内容の確認ができた6、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 

障害が八ードウエア要因によるものかソフトウエア要因によるものかを判断するには、 
ESMPRO/ServerManager が便利です。 



.で;…-心 


■"い «rv .‘— f-,,- * — 

♦l-ld »1>1«1«1 >c|ginati »| gT.-MW aW 


サーバ/ワークステーションの 
障害発生箇所、および障害内容 
を確認 




串 




ESMPRO/ServerManager 
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エラーメッセージ 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまなおでエラーを届巧します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説おします。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を ON にすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常をお 
化すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通®します。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処ちまを示します。 


な守サービス会社に連結ずるとをはディスプレイの表示やビープ音のバター 
Bto ンをメモしておいてください。アラーム表示はな守を行ラときにち用な情報と 
な0まず。 



POST のエラーメッセージー覧は本体のみのものです。マザーボードに接続さ 
れているオプションの SCSI コントローラボード、 RAID コントローラに搭載さ 
れている BIOS のエラーメッセージとそのか処方法についてはオプションに添 
付の説日月書を参照してください。 
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画面に表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上のエラーメッセー ジ 

意ほ 

対処方法 

0200 

Fan Lure Fixed Disk. 

八ードディスクドライブエラー。 

保守サービス会なに連絡してください。 

0210 

Stuck Key. 

キーボード接渝エラー。 

キーボードを接続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

キーボードの異常。 

キーボードを接続し直して再起動してく 
ださい。それでも直らない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard Locked - Un- 
Lock key switch . 

キーボードが□ックされている。 

キースイッチの□ックを解除してくださ 
し、□ックを解餘しても直6ない場合 
は、保守サービス会なに連絡してくださ 
い。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run SET¬ 
UP. 

モニタのタイプが CMOS と一致し 
ない。 

SETUP を起動してください。 SETUP で 
直6ない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会なに連絡してください。 

0231 

Shadow Ram FaiLed at 
offset. 

シャドウ RAM エラー。 

保守サービス会なに連絡してください。 

0232 

Extended RAM Failed 
at address Line. 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is 
dead — Replace and run 
SETUP. 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会なに連絡してバッテリを 
交換してください。（交換後、 SETUP を 
起動して設定し直して < ださい。） 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default config- 
uration used. 

システム CMOS のチェックサムが 
正しくない。 

デフォルト值が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連總してください。 

0252 

Password checksum bad 
- Passwords c Leaned. 

パスワードのチェックサムが正しく 
ない。 

パスワードがクリアされました。 

SETUP を起動して設定し直してくださ 
い。 

0260 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日がを設定 
し直してください。語定し直しても同じ 
エラーが続けて起きるときは保守サービ 
ス会なに連絡してください。 

0270 

Rea 1 time clock er¬ 
ror . 

リアルクイムク□ックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルクイムク□ックの時刻設定に 
誤りがある。 

0280 

Previous boot 
incomplete — Default 
configuration used 

前回のシステム起動時 POST が完 
了しませんでした。 

SETUP で設定し直してください。 

0281 

Memory size found by 
POST differd from 

EISA CMOS 

POST が横化した^モリサイズが 
曰 SA CMOS の内容と一致しません 
でした。 

EGA CMOS の初期化。 

02D0 

System cache error — 
Cache disabled. 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保守サー 
ビス尝社に連總してください。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching 

Limit. 

六モリが CPU のキャッシュの限界 
を超えた。 

保守サービス舎社に連絡してください。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

曰 SA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test FaiLed. 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fa"-safe Timer NMI 

Fan Led. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed 

IDE の設定が変更されました。 

IDE の設をを確認してください。 

0612 

IDE configuration er¬ 
ror - device disabLed 

IDE の設定エラーです。 


0613 

Com A conTiguration 
changed 

COM A の設定が変更されました。 

COMA の設定を確認して < ださい。 

0614 

Com A con Tig.error — 
device disabled 

COM A の設定エラーです。 


0615 

Com B conTiguration 
changed 

COM 巨の設をが変更されました。 

COM B の設定を確認して<ださい。 

0616 

Com B con Tig.error — 
device disabled 

COM 巨の設定エラーです。 


0B22 

Processors are in— 
sta 1 Led out of order . 

CPU の故障。 

保守サービス舎社に保守を化頼して 

CPU を交換して<ださい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B28 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU Socket 

1. 

CPU #1 ソケットにサポートしてし、 
ない CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連總して保守を依頼 
してください。 

0B29 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU Socket 

2. 

CPU #2ソケットにサポートしてし、 
ない CPU が搭載されている。 


0B30 

FAN 1 Alarm occurred 

ファンの異常を横化した（数字は 
ファン番号を w す） 

ファンの故障またはファンの目づまりが 
考えられます。保守サービス会社に連絡 
して保守を依頼してください。 

0B31 

FAN 2 Alarm occurred 

0B32 

FAN 3 Alarm occurred 


0B33 

FAN 4 Alarm occurred 



0B34 

FAN 5 Alarm occurred 



0B35 

FAN 6 Alarm occurred 



0B36 

FAN 7 Alarm occurred 



0B37 

FAN 8 Alarm occurred 



0B38 

FAN 9 Alarm occurred 



0B39 

FAN 10 Alarm occurred 



0B3A 

FAN 11 Alarm occurred 



0B3B 

FAN 12 Alarm occurred 



0B3C 

FAN 13 Alarm occurred 



0B3D 

FAN 14 Alarm occurred 



0B3E 

FAN 15 Alarm occurred 



0B42 

Resource Conf し ict 

リソースが競合しています。 

保守サービス尝社に連總してください。 

0B43 

Warning: IRQ not con— 

T 1 gured 

IRQ が設定されていません。 


0B45 

System Configuration 
Data Write Error 

システム設定値の読み込みができま 
せん。 


0B50 

Processor #1 with er¬ 
ror taken off Line. 

CPU エラーを横化した。 CPU#n 
が縮退している。 

CPU でエラーを檢化したため、強制的 
に起動しています。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B51 

Processor #2 with er¬ 
ror taken off Line. 


0B5F 

Forced to use Proces¬ 
sor with error 

CPU エラーを横化した。 


0B60 

DIMM group #1 has been 
d 1 sabLed 

メモリエラーを横出した。^モリグ 
ループ# 1 が縮退している。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B61 

DIMM group U 2 has been 
disabLed 

メモリエラーを横化した。^モリグ 
ループ#2が縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has been 
disabLed 

^モリエラーを横化した。^モリグ 
ループ#3が縮退している。 


0B63 

DIMM group #4 has been 
disabLed 

メモリエラーを横出した。メモリグ 
ループ#4が縮退している。 


0B64 

DIMM group U 5 has been 
disabLed 

^モリエラーを横化した。^モリグ 
ループ#5が縮退している。 


0B65 

DIMM group #6 has been 
disabLed 

メモリエラーを横出した。メモリグ 
ループ#6が縮退している。 


0B6F 

DIMM group with error 
is enabled. 

^モリエラーを檢化した。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を檢化する達中にエラーを 
横化した。 


0B71 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常を横化した。 

ファンの故障、またはファンの目詰まり 
が考え6れます。保守サービス会社に連 
絡して保守を依頼して<ださい。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading . 

電圧を横化中にエラーがおきた。 

保守サービス会社に連總してください。 

0B75 

System voltage out of 
the range . 

システムの電圧に異常を橫化した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意ほ 

対処方法 

0B80 

BMC Memory Test 

FaiLed. 

巨 MC デバイス（チップ）のエラー。 

一度電源を OFF にして.起動し直して 
< ださい。それでも直 6 ない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B81 

BMC Firmwa re Code 

Area CRC check 
干 aiLed. 


0B82 

BMC core Hardware 
干 aiLure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
干 aiLed. 

臣 MC のアドレスへのアクセスじ失 
敗した。 


0B8A 

BMC SEL area fuLL. 

システムイベント□グを書き込める 
容量がない。 

SETUP を起動して、 「 Server 」 メニュ ー 
の 「 Event Log Configuration 」で 、「 Clear 

All Error Logs 」 を選び、く Enter 〉 キーを 
押して □ グを消去してください。 

0B8B 

BMC progress check 

1 1 meout. 

巨 MC チェックを一時中断した。 

一度電源を OFF にして.起動し直して 
< ださい。それでも直 6 ない場合は保守 
サービス尝社し連絡してください。 

0B8C 

BMC command access 
干 aiLed. 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

0B8D 

CouId not redirect 
the console - BMC 

Busy — 

コンソールリダイレクトができな 
い旧 MC ビジー)。 


0B8E 

Cou Id not redirect 
the console - BMC 

Error — 

コンソールリダイレクトぜできな 
い （ BMC エラー)。 

一度電源を日 FF にして、起動し直して 
< ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8F 

Cou Id not redirect 
the console - BMC 
Parameter Error — 

コンソールリダイレクトぜできな 
い旧 MC パラメータエラー)。 


0B90 

BMC Platform Infor¬ 
mation Area corrupt¬ 
ed . 

巨 MC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして.起動し直して 
ください。それでも直 6 ない場合は保 
守サービス会社に連總してください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 



0B92 

Internal Use Area of 
BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが.一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直 6 ない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

臣 MC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を日 FF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B94 

IPMB signal Lines do 
not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の巧障。 

致命的な障害ではありませんが.一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B95 

BMC FRU device fail¬ 
ure . 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが.一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直 6 ない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
干 a T Lure. 

センサデータレコード情報を格納 
した SROM の故障。 

一度電源を OFF にして.起動し直して 
ください。それでも直 6 ない場合は保 
守サービス会社し連絡してください。 

0B97 

BMC SEL device fail¬ 
ure . 

臣 MC デバイス（チップ）の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

BMC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 

RMC のファームウエアをアップ □- 
ドしてください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B9B 

Private 12C bus not 
responding. 

プライペートに C バスよ y 無応 

一度電源を日 FF にして、起動し直して 
ください。それでも直 6 ない場合は保 
守サービス会社し連總してください。 

0B9C 

BMC interna L excep¬ 
tion. 

BMC のエラー。 

0B9D 

BMC A/D timeout er¬ 
ror . 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository cor¬ 
rupt . 

BMC のエラーまたは SDR の 
データの破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイ 
ベント □ グのデータの破損。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0BB0 SMBI0S - SR0M data 

read error. 

SROM のデーなリードエラー。 

保守サービス会社に連總してくださ 
い。 

0BB1 SMBIOS - SROM data 

checksum bad. 

SROM のデークチエックサムエ 

フー〇 

8068 Unsupported Processor 

Speed detected on CPU 
Slot 1 

ホサポートのク □、ソ クスピードの 
CPU 搭載を横出した。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

8069 Unsupported Processor 

Speed detected on CPU 
Slot 2 

8100 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #1. 

メモリエラーを横出した。 

保守サービス会社に連總して誌当する 
グループの DIMM を交換してくださ 
い。 

8101 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #2. 

8102 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #3. 

8103 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #4. 

8104 Memory Error detected 

in DIMM group #5. 

8105 Memory Error detected 

in DIMM group #6. 

8150 NVRAM Cleared By 

Jumper 

ジャンパによって CMOS がクリア 
されました。 

SETUP で設定し直してください。 

8151 Password Cleared By 

Jumper 

ジャンパによってパスワードがクリ 
アされました。 

SETUP でパスワードを再設定してくだ 
さい。 

8160 Mismatch Processor 

Type/Speed detected 
on Processor 1. 

CPU #1のタイプもしくは周汲数が 
台っていません。 

保守サービス尝社に連絡して<ださい。 

8161 Mismatch Processor 

Type/Speed detected 
on Processor 2. 

CPU #2のタイプもし < は周汲数が 
合っていません。 

Expansion ROM not 
initiaLized - PCI 
Mass Storage Con¬ 
trol Ler in sLot xx 

オプション ROM の展開領域が不 
足。 

SCSI コント□-ラで. OS がインストー 
ルされている八 一 ドディスクドライフを 
接続しない場合はそのボードの ROM 展 
開を無効にしてください。 

「システム BIOS のセットアップ 
( SETUP ) 」の 「PCI Configuration サ 
ブメニュー」 （176 ページ）を参照して 
ください。 

H/W Configuration 
of BMC is corrupt¬ 
ed . 

! ! Update BMC F/W 
Configuration by 
configuration 
tool!! 

! ! Refer to BMC 
configuration man¬ 
ual!! 

RAS 磯能の設定が巧われていませ 

保守サービス会社に連絡して < ださい。 
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ビープ音によるエラー通知 

POST 中にエラーを検化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のいくつかの音のを且み合わせでその内容を届巧します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意巧、対処ち法を示します。 


ビープコード 

意ほ 

対処ち法 

3-3-( 總リ返し） 

R 日 M チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

1 -2-2-3 

R 日 M チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取りがけ状態を確認して<ださい。 
それでも直6ない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM またはマザーボードを交換し 
てください。 

1-3-1-3 

丰ーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接綿し直してください。それで 
も直6ない場合は保守サービス会社に連絡し 
てマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを檢化できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取りがけ状態を痛認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM 、 またはマザーボードをを換 
してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High 巨 yte エラー 

1- 己-り 

CPU の起動エラー 

保守サービス尝社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交撰してください。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス尝社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピー ライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割 LJ 込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ポードの取り付け状態を確認して<ださい。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換してください。 


ピープコード 「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断 
か^ され、システムの再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありま 
せん。 
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仮想 LCD 上の エラー メ ッセージ 

EXPRESSSCOPE エンジン2 ( BMC ) Web ブラウザ画面上で、仮想 LCD のエラーメッセージ 
を確認できます。上段と下段それぞれのエラーメッセージの一覧と障害内容、その対処ち法を 
します D 



LCD 上段表示 
巨 IOS メッセージ 


LCD 下段表示 
巨 MC メッセージ 


• LCD 上段表示メッセージ 


LCD 上段表示 
BIDS メッセージ 

障青内容 

対処方法 

XX BIOS Rev XXXX 

POST 実行中の表示です 

POST が完了するまでお待ちください。 

Prepare To Boot 

POST が完了すると表示されます。正常 
に數作しています。 

Boot が完了するまでお待ち<ださい。 

Mem Reconfigured 

メモリが縮退した状態で動作しています。 

保守サービス会なに連絡してください。 

Mem Err Disable 

メモリ訂正可能エラーがを発しています。 

CPU Reconfigured 

CPU が縮退したが態で動作しています。 

Memory C-Err XX 

メモリの回復可能エラーが発生していま 
す。 

Memory U-Err XX 

メモリの回復不能エラーが発生しました。 

PCI Bus SERR XX 

PCI バスの SERR が発生しました。 

PCI Bus PERR XX 

PCI バスの PERR が発生しました。 

Chipset Err XXXX 

Chipset のエラーが発生しました。 
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• LCD 下段表示メッセージ 


LCD 下段表示 
BMC メッセージ 

障害内容 

対処ち法 

Proc Vccp Aim XX 

電圧異常を檢化。 

XX が09の塌合上限異常を示す。 

XX が02の塌合下限異常を示す。 

XX が07の塌合上限警告を示す。 

XX が日0の塌合下限警告を示す。 

保守サービス尝社に連絡してください。 

巨臣 +1.2 v Aim XX 

巨臣 +1.5 V Aim XX 

BB +1.8 vAlm XX 

BB +3.3 vAlm XX 

巨巨 +3.3 vsAlm XX 

巨巨 + 巳 . Ov Aim XX 

巨巨 + 已 vsAlm XX 

BB +12 v Aim XX 

V 巨冉 T Aim XX 

巨巨 Temp 2 Aim 00 

装置巧の温度警告 （ 低温）を檢化した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 
られます。保守サービス会社し連絡して保守 
を化頼してください。 

巨臣 Temp 2 Aim 02 

装置巧の温度異常 （ 低温）を檢化した。 

巨臣 Temp 2 Aim 07 

装置内の温度警告 （ 高温）を横化した。 

巨臣 Temp 2 Aim 09 

装置巧の湿度異常 （ 高温）を横化した。 

Proc Temp Aim 00 

CPU の内部温度警告 （ 低温）を横化した。 

Proc Temp Aim 02 

CPU の内部温度異常（低温）を横化した。 

Proc Temp Aim 07 

CPU の内部温度警告（高温）を横化した。 

Proc Temp Aim 09 

CPU の内部温度異常（富温）を横化した。 

Proc Therm 96 07 

CPU の内部温度警告（高温）を横化した。 

Proc Therm 96 09 

CPU の内部温度異常（高温）を横化した。 

DUMP Request ! 

ダンプポタンが押された。 

メモリダンプが操取し終わるまでお待ち<だ 
さぃ。 

OS shutdown Aim 

OS の STOP エラーが発生した。 

画面に表示されたメッセージを記録し、メモ 
リダンプが採取し終わるまでお待ちになった 
後、保守サービス会社に連絡し保守を依頼し 
てください。 

Power On Cnt Aim 

電源異常が発生した。 

保守サービス尝社に連絡し保守を依頼してく 
ださい。 

240 VA Power Down 

Proc Missing 

CPU が実装されていない。 

保守サービス尝社に連絡し、 CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

Proc T-Trip 

CPU 1 の温度異常により強制電源 OFF を 
巧った。 

保守サービス会社に連絡して < ださい。 

Processor ERR 

CPU 1 の内部エラー ( IERR ) が発生した。 

SMI timeout 

システム管理割り込み処理中にクイムア 
ウトが発生した。 

WDT timeout 

ウォッチドックタイマタイムアウトが発 
生した。 

SF 3 Alarm 

ファンアラームを横化した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 

6れます。保守サービス会社に連絡して保守 
を化賴してください。 

SF 4 Alarm 

SF 5 Alarm 

SF 6 Alarm 

SF 7 Alarm 

SF 8 Alarm 

SF 9 Alarm 

SF 10 Alarm 

SF 11 Alarm 

SF 12 Alarm 

HDD Fault 

八ードディスクドライブの異常を檢化し 
た。 

1. 異常が発生している八ードディスクドライ 
ブの取りがけ状態を確認して < ださい。 

2 . ディスクアレイを構成している場合、 

RAID レベルによっては1台の八ードディ 
スクドライフが巧障しても運用を続けるこ 
とができますが、早急にディスクを交換し 
て、再構藥（リビルド）を行ってくださ 
い。 

3 . 問題が解みしない場合は、保守サービス会 
社へ連總してください。 
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Windows のエラーメ ッセージ 

Windows Server 2003の起動後に致命的なエラー (STOP エラーやシステムエラー)が起き 
るとディスプレイ装置の画面がプルーに変わり，エラーに関ずる詳細なメッセージが表示され 
ます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 

IR 日し N0 し LESS_0 し EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 _ ntoskrnL.exe 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリじメモリダン 
プのデータを保をしまず （ r メモリダンプ（デバッグ情報）の設定」 Windows Server 2003 
は67ページを参照））。のちほど保守サービス会社の保守員か6このデータを提供していただ 
くよう巧頼される場合があります。 MO や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守 
員にミ度せるよう準備しておいてください。 


"~〇 STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとき、板想メモ 
U び不足していることを示ずメッセージび表示されることびありまずび、その 
まま起動してください。 


このファイルをメディアじコピーずる前に、イベントビューアを超動して、シ 
巨云巧] ステムイベント□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプ 
が保をされたことを確認してく ださい。 


このほかにもディスクやネットワーク，プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起き 
た場合にわ警告メ、ソセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 
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サーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 

ESMPRO / ServerAgent や ESMPRO / ServerManager、Universal RAID U 村 ity などの管理ツー 
ルを本装置や管理 PC へインス トールしておくと，何らかの障害が起きたときに管理 PC や本体 
に接続しているディスプレイ装置から障害の内容を巧ることげできます。 


各種アプリケーションのインストールや運用ち法についてはソフトウエア編、またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築や各種設定の詳細じついてはオンラインヘルプや別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド」で詳しく説 B 月されています。 
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思うようじ動作しない場合は修理に化す前に次のチェ、ソクリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は，ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てせら、 保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?] 電源び ON にな5ない 

□ 電源が本体に正し<供給されていますか？ 

一 電源コードが本体の電源規格に合ったコンセントほたは UPS ) に接続され 
ていることを確認してください。 

- 本体に添付の電源コードを使用して<ださい。また、電源コードの被覆が巧 
れていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことをお認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを殖認してください。 

- UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
か6電力が化力されていることを殖認してください。詳しくは UPS に添付の 
説日月書を参照してください。 

また、 B の S セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設定がで 
きまず。 

□ POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER スイッチを押して電源を ON ( POWER ランプ点な）じ 
してください。 

の 電源び OF 円こな 5 なし、 

□ POWER スイッチ巧止機能を有効にしていませんか？ 

一いったんシステムを再起動して、 B の S セットアップユーティリティを起動し 
てください。 

<確■認するメニュ ー ： [" Security」 ^ 「Power Switch Inhibit 」 ^ 「 Enabled 」 > 
[?] POST び終わ 5 なし、 

□ メモリが正しく搭載されていますか？ 

- メモリ美装位置をご殖認ください （146 ページ参照）。 

□ 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時聞がかかる場合が 
あります。しば6くお待ちください。 
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□ システムの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

- 起動直後にキーボードやマウスを操作ずると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常をお化し、処巧を停止してしまうことがあります。そのとき 
はわう一度、起動し直してください。また、再起動直後は> B の S の起動メッ 
セージなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

□ 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していまずか？ 

-製社が指をする機器かは動作の保証はできません。 

口] システムの起動に時間がかかる-システムび起動しなし、 

□ オプションボードの ROM 展開やネットワークブート （ PXE ブート）を有タカにして 
いませんか？ 

一 SAS コント□-ラで、 0 S がインストールされている八ードディスクドライブ 
を接続しない場合はそのボードの ROM 展開を無効じしてください。また、才 
プションのネットワークインタフェースカード （ N に）を介したネットワーク 
ブート （ PXE ブート）をしない場合わ N にに搭載している ROM の展開をお劾 
にすることにより、メモリの消費を防ぎ、起動時間を短縮させることができ 
ます。 

<確1忍ずるメニュ ー ： rAdvancedJ ^ 「PCI Configuration 」 ^各種コント 
□—ラのサブメニュー> 

0 S がインス I ルされている八ードディスクドライブを接続しない場合はそ 
のボードの ROM 展開を 「 Disabled 」 じしてください。展晶領域が不足する巧 
能性があリます。 

[?] 内蔵デバイスや外付けデ/(イスにアクセスでをない（または正しく動作しない) 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順唐が正しいかどうかお認してください。 

□ 電源 ON の順番を聞達っていませんか？ 

- 外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を 
ON にします。 

□ ドライバをインストールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバがあ要な 
ものがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

□ オプションボードの設をを聞違えていませんか？ 

一 PCI デバイスについては通常、特に設定を変更する'必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設定があ要なわのもあります。詳しくはボードに添付の 
説明書を参照して正しく設定してください。 

ーシリアルポートやパラレルポート、 USB ポートに接続しているデバイスにつ 
いては、ン〇ポートアドレスや動作モードの設走が必、要なものもありまず。デ 
バイスに添付の説巧書を参照して正しく設をしてください。 
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[?] キーボードやマウスが正し<機能しなし、 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本体背面や前面にあるコネクタに正しく接続されていることをお認してくだ 
さい。 

一本体の電源が ON じなっている聞に接続すると正しく機能しません （ USB デパ 
イスを除く）。いったん本体の電源を OFF にしてから正しく接続してください。 

□ B の S の設をを圍違えていませんか？ 

一 BIOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更することができ 
ます。 B の S セットアップユーティリティで設定を殖認してください。 

- ドライバをインストールしていますか？ 

一使用している 0 S に添付のマニュアルを参照してキーボードやマウスのドライ 
バがインストールされていることをお認してください（これ6は 0 S のインス 
トールの際に標準でインストールされます）。また、 0 S によってはキーボード 
やマウスの設定を変更できる場合があります。使用している 0 S じ添付の説明 
書を参照して正しく設をされているかどうか確認してください。 

[?] DVD / CD - ROM にアクセスできない-正しく再生できない 

□ 光ディスクドライブのトレーに確実にセットしていますか？ 

ートレーには DVD / CD - ROM を保持ずるホルダーがあります。ホルダーで殖実に 
保持されていることをお認してください。 

□ 本装置で使用できる DVD / CD - ROM ですか？ 

- DVD / CD 規格に準拠しない「コピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクに 
つきましては、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

一 Macintosh き用の DVD / CD - ROM は使用できません。 

[?] 正しい DVD / CD - ROM を挿入したのにむ下のメッセージが表示される 


DVD / CD - ROM が挿乂ちれていないか，誤った 
DVD / CD - ROM ザ挿乂されていまず。 

正しい DVD CD - ROM を挿人してください。 


0 K 


□ DVD / CD - ROM のデータ面がミちれていたん傷ついていたりしていませんか？ 

一光ディスクドライブか 6 DVD / CD - R 0 M を取り化し、よごれや傷などがないこ 
とをお認してか6、再度 DVD / CD - ROM をセットし、 [0 K ] をクリックしてく 
ださい。 

[?] J \- ドディスクドライブにアクセスでをない 

□ 本体で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

- 弊社が指定する機器 t (かは動作の保証はできません。 

□ 八ードディスクドライブは正しく取り付け6れていますか？ 

ーハー ドディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態を殖認してく 
ださい。また、八ードディスクドライブを固定するネジは八ードディスクド 
ライブに添付されているネジを使用してください。 
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巧] D 旧 K アクセスランプが緑をに点なずる 

□ RAID コント□ーラ実装時でずか？ 

ーパト日ールリードが動作中でず。 N 8103 -11 6/117/118実装時においては、 
パト□ールリードが常に「有効」になっていまずので、繰り返し動作し続け 
まず。パト□ールリード動作中は、 HDD のアクセス LED は下記となります。 
SASHDD 搭載時--•緑点滅 
SATA HDD 搭載時...緑点灯 

尚 、 SATA HDD 搭載時は常に点なしているように見えますが，性能低下は 
ありません。 

□ 上記 W 外の場合 

一八ードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に点なします。この 
ランプの穫色表示は故障を意巧するものではありません。 

巧] SCSI 機器（内蔵-か付け）にアクセスできない 

□ 本体で使用できる SCSI 機器ですか？ 

- 製社が指をずる機器と J 外は動作の保証はできません。 

□ SCSI コント□-ラの設をを聞違えていませんか？ 

ーオプションの SCSI コント□ーラボードを搭載し， SCSI 機器を接続している場 
合は， SCSI コント□-ラボードが持つ团 OS セットアップユーティリティで正 
しく設定してください。詳しくは SCSI コント□-ラボードに添付の説 B 月書を 
参照してください。 

□ SCSI 機器の設をを圍違えていませんか？ 

-かがけ SCSI 機器を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設定があ要 
です。詳しくは SCSI 機器に添付の説明書を参照してください。 

口] OS を起動できない 

□「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットしていませんか？ 

一 rEXPRESSBUILDERJ DVD を取り化して再起動してください。 

□ OS が破損していませんか？ 

一 Windows の修復プ□セスを使って修復を試してください （291 ページ)。 

[?] モニタび正しく表ちされない 

□ グラフィックアクセラレータの設定は正しいですか？ 

一下記の手順に従って、正しい設をになっていることを確認してください。 

[画面のプ〇パティ ] ^ [設走]一[詳細設定]^ [トラブルシューティング]^ 
[八ードウエアアクセラレータ]の設走が「なし」 W 外になっていること。 
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[?] ネットワーク上で認識されなし、 

□ ケーブルを接続していますか？ 

一 本体背面にあるネットワークポートにお実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであるこ 
とをお認してください。 

□ BIOS の設定を聞違えていませんか？ 

一 己の S セットアップユーティリティで巧蔵のネットワークコント□—ラを無効 
にすることができます。 B の S セットアップユーティリティで設をを痛認して 
ください。 

□ プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

- 本体ネットワークコント□-ラ用のネットワークドライバをインス I ルし 
てください。また、 TCP/IP などのプ□トコルのセットアップや各種サービス 
が殖実に設走されていることを確認してください。 

□ 転送まをの設定を園達えていませんか？ 

-本体に標準装備の内蔵ネットワークコント□-ラは、転送ま度が1000 Mbps , 
100 Mbps と 10 Mbps のネットワークでも使用することができます。この転送 
ま度の切り替えまたは設定は 0 S 上か6巧えますが、「自動お出」という機能は 
使用せず、1000 Mbps 、 100 Mbps または 10 Mbps のいずれかに設定してくだ 
さい。 

また、接続している八ブと転送ま度やデュプレック スモー ドが同じであるこ 
とをお認してください。 

[?] 雷源ケーブルを巧続ずると、 POWER / SLEEP ランプが点灯ずる。 

- AC 電源が供給された直後は， POWER / SLEEP ランプが点なしますが故障では 
ありません。 

一を、 POWER / SLEEP スイッチを ON / OFF すると消なします。 
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Windows について 


巧] Windows Server 2008のインストールを巧うと、攻下のようなシステムイベント □ 

グが登録される場合がある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


5 

storflt 

警告 

the Virtual Storage Filter Driver is disabled tnrough the registry . 

It is inactive for all disk drivers . 

134 

Microsoft - Windows - Time-Service 

警告 

' time . windows . com ,0 x 9' での DNS 解決エラーのため 、 NtpCIient で夕 
イムソースとして使う手動ピアを設定できませんでした。 

1己分後に再試行し、それ t (降は再試行闇隔を2倍にします。 

エラー ： Note inconnu . (0 x 80072 AF 9) 

263 

PlugPlayManager 

警告 

サービス iShellHWDetectiorV は停止する前 I こ、デバイスイベント通® 
の登録解験を巧っていない可能性がありまず。 

7000 

Service Control Manager 

エラー 

Parallel port driver サービスを、次のエラーが原因で開始できませんで 
した：'指定されたサービスは無効であるか、または有効なデバイスが関 
連がけられていないため、開始できません。 

15016 

Microsoft - Windows-HttpEvent 

エラー 

サーバー側認証用のセキュリティパッケージ Kerberos を初期化でき 
ません。データフィールドじはエラー番号が格納されています。 


システム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2008のインストールを巧うと、下のようなアプリケーシヨン 

イベント□グが登録される場合がある. 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


63 

Microsoft - Windows-WMI 

警告 

プ□バイダ Ncs 2 は LocalSystem アカウントを使うためじ Windows 
Management Instrumentation 名前空間 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 
ました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求 
を正し<偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性がありま 
す。 


プ□バイダ IntelEthemetDiag は Loca に ystem アカウントを使うため 
[Windows Management Instrumentation さ)前空闇 Root ¥ CIMv 2 に 
登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユー 
ザー要求を正し<偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性 
がありまず。 

プ□バイダ WmiPerfClass は Loca に ystem アカウントを使うために 
Windows Management Instrumentation さ!前空闇 root ¥ cim \/2 I こ登 
録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー 
要求を正し<偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があ 
りまず。 

1020 

EvntAgnt 

ェラー 

レジストリパラメータの処理中にエラーが発生しました。 

拡張エージェントは終了中です。 

1054 

Security - し icensing-S し C 
警告 

コンポーネントエラーです。 hr 二 0 X 80049 E 00, [4, 3] 

2019 

EvntAgnt 

エフー 

SNMP Event Log Extension Agent が正しく初期化されませんでし 
た。 


3001 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルは末尾に配置されませんでした。 

3003 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルの終わりの配置エラー 

一番古い□グレコードを取得できません。指定された八ンドルは 
17891340です。 

GetOldestEventLogRecord からのリターンコードは223です。 


システム運用上、問題ありません。 
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巧] Windows 2008のシステム起動時に、システムイベント□グに;欠のような内容の 

エラー、および警告が記録される場合がある. 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


11 


iANSMiniport 

警告 

次のアダプタリンクは接続されていません。 
In お l(R ) 〜 


13 


iANSMiniport 

警告 

InteKR) 〜がチームで無劾化されました。 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


16 

iANSMiniport 

なし 

[チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました0ネットワークの 
接続が失われました。 


ーネ、ソトワークアダプタでチームを設定をした場合、システム起動時に上記のイべ 
ント□グが記録されまずが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 


巧] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、；夕のイベントがシステムイベント 

□グに記録される場合がある 

イベント ID :10 

ソース ： VDS 動的なプ□バイダ 

説明 ：ドライパからの通®を格納ずるが、プ□バイダに失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動ずる必要がありまず。 hr = 80042505 

一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照ください。 
http://support.microsott.corn/kb/948275/ja 

[?] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、巧のイベントがシステムイベント 

□グに記録される場合がある 


ソース ： Mic 「 oso1t-Windows-Secunty-Ucensing-SLC 

種類 ：警告 

イベント ID :1021 

説明 ： SLUINotify サービスを開始できませんでした。 hr 二 0x80070424 

ーライセンス f 忍証画面より、ライセンス f 忍証を行って < ださい D 


ソース 

種類 

イベント ID 


Microsoft-Windows-User Profiles service 

を化 
吾口 


1534 


説明 


コンポーネント {56EA1054-1959-467f-BE3B-A2A787C4B6EA}a) 
イベント Create のプ□ファイル通知は失敗しました。 

エラーコー ドは- 2147023591 です。 


— ► 


□グオン時一度登録される場合がありますが、システム運用上問題ありませ 
ん0 
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[?] Windows Server 2003 x 色4 Editions のインストールを巧うと、下のような 

イベント□グが登録される場合がある 

ソース ： LoadPerf 
種類 ： エ ラー 

イベント ID : 3009 

説明： サー ビス C:¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecprf.ini 

に: ¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecp 「 f.ini) のパフ ォー マンスカウンタの文字列 
をインストールできませんでした。 

エラーコー ドは データ セクションの最初の DWORD です。 

ーシステム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインス I ルを行うと、む下のような 

イベント□グが登録される場合がある 

ソース ： DCOM 
種類 ：エラー 

イベント ID : 10016 

説明：コンピュータ既定権限の設をでは、 CLSID 

に己目 F34 1 8-D99E-4E51-800A-6E89CFD8 目 1 D7} をもつ COM サーバーアプリ 
ケーションに対する□一カルアクティブ化アクセス許可をユーザー 
NT AUTH0RITY¥L0CAL SERVICE SID (S- 1 -5- 1 9) に与えることはできませ 
ん。このセ丰ュリティのアクセス許可は、コンポーネントサービス管理ツールを 
使って変更できます。 

-システム運用上、問題ありません。 

巧 ] Windows Server 2003 x 64 Editions のインス I ルを巧うと、以下のような 

イベント□グが登録される場合がある 

ソース ： WinMgmt 
種類 ：警告 

イベント ID : 5603 

説明：プ□バイダ Rsop Planning Mode Provider は WM 哈前空斷〇 ot¥RSOPl こ登録さ 
れましたが、 HostingModel プ□パティが指定:されませんでした。 

このプ□バイダは LocalSystem アカウントで実巧されます。 

このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装しない 
場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 

プ□バイダのセ丰ュリティの動作を磕認し、プ□バイダ登録の HostingModel プ日 
パティを、必要な機能が実行可能な最ル限の権限を持つアカウントに更新して< 
ださい。 

-システム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2003 x 邑4 Editions のインストールを巧うと、じ TF のような 

イベント□グび登録される場合がある 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

イベント ID : 63 

説 B 月：プ□バイダ HiPer に 00 ke 「_ vl は LocalSystem アカウントを使うために WMI を前空 
園 RoM ¥ WMI に登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダが 
ユーザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があり 
ます。 


:プ□バイダ WMIProv は LocalSystem アカウントを使うために WMI を前空闇 
Root ¥ WMI に登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダが 
ユーザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があり 
ます。 


ーシステム運用上、問題ありません。 

口] Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行うと、 J ■ソ下のような 

イベント□グが登録される場合びある 

ソース : Service Control Manager 
種類 ： エ ラー 

イベント ID : 7011 

説 B 月： Dfs サービスか6のトランザクション応答の待機中にタイムアウト （30000 ミリ 
秒）になりました。 

一再起動後にこのイベントが登録されていない場合> 聞題ありません。 

[?] Windows Server 2003 R 2 の運田中、 UTF のようなイベント□グが登録される垣合 

がある 

ソース ： IPMIDRV 
種類 ：エラー 

イベント ID : 1001 

説日月： IPMI デバイスドライバは 、 IPMI BMC デバイスげシステムでサポートされている 
かどうか判断しようとしました。このドライバは、 SMBI 0 S の Type 38 レコード 
を検索できることで IPMI BMC を検化しようとしましたが、レコードが見つから 
ないか、レコードにデバイスドライパのバージョンとの互換性がありませんでし 
た。 SMBI 0 S の Type 38レコードが見つかっている場合は、イベントの Dump 
Date フイールドじこのレコードがバイナリ表示されます。 

一 Windows Server 2003 R 2 において提イ共されている「八ードウエアの管理」 

を利用している場合、上記のイベント□グが登録されまず。 

詳細な内容については > 下記サイトにある 「Windows Server 2003 R 2 で提 
供される「八ードウエアの管理」利用の手引き」を参照してください。 

[NEC 8 番街：テクニカルインフォメーション ] 
http :// www . express . nec . co . jp / care / techinfo / techinfo.html 
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[?] Windows Server 2003サービスパックを適用を 、 Windows Server 2003 Rg 

0旧0 2をインス1"ールした 

- サービスパックを再適用してください。なお、 Windows Server 2003 R 2 
use 2をインストール後に一度でもサービスパックを適用している場合は、 
サービスパックを再適用ずる必要はありません。 

インストール時の適用順序が不明な場合は、サービスパック再適用を推奨いた 
します。 

[?] 攻下のメッセージが表示され□グインできなくなった 


Windows 製品のライセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実巧してください。 
手続きが完了するまで□グオンすることはできません。 

今すぐ手渝きを実行しますか？ 

コンピュータをシャットダウンするには〔丰ャンセル〕をクリックしてく 
ださい。 

日まい （Y)| Iいいえ （N)| をヤンセルI 


□ Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していますか？ 

一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス f 忍証手続きを完了 
しないまま使用していると、上記のメッセージが表示されまず。[はしリを選ん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 

[?] Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntA 邑 nt の警告 

が登録される場合がある 

イベント ID :1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです。 

イベント ID : 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32です。 

ーシステム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2003のシステム起動時に、システムィベント□グに;欠のような 

内容のエラー、および警告び記録される場合がある 

イベント ID :11 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明：次のアダプタリンクは接続されていません。 

Intel ~ 

ィベント ID :13 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明： Intel 〜がチームで無劾化されました。 


イベント ID :1日 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：エラー 

分類 ：なし 


説巧：[チーム名]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接続が失わ 
れました。 


イベント ID : 22 

ソース ： iANSMiniport 

種類 ：警告 

分類 ：なし 

説巧：プライマリアダプタはプ□ーブをお化しませんでした。 

Intel 〜原因でチームが分割されている可能性があります。 

ー ネットワーク アダプタで チームの 設定をした場合，システム起動時に上記の 
イベント□グが記録されますが， LAN ドライバの動作上問題ありません。 


[?] Windows のインス!-―ルび正しくできない 


□ インストール時のを意事項をお認していますか？ 

一 Windows Server 2003は44ぺージ（または、オンラインドキュメント）を参 
照してください。 

巧] Windows のインス I ル中、イベントビューアのシステム□グに次のような内容の警 

告が記録される 


ぺージング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーが授化ちれました。 


ーシステムの運用上，聞題ありません。 
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[?] Windows のインス!ル中、テキストべースのセットアップ画面で、文字化けした 

メッセージが表示され、インス I ルび続行できない 

□ 複数の八ードディスクドライブを接続したり、 RAID コント□ーラ图下に複数の 
論理ドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

^ 0 S をインストールする八ードディスクドライブと J 外の八ードディスクドライ 
ブをいったん取り外した状態でインストールを行って<ださい。 

一 RAID コント□ーラ配下のディスクにインス!ルする場合は、論理ドライブ 
を複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってください。複数の 
論理ドライブを作成する場合は、インストール完了後、 RAID のコンフィグ 
レーシヨンユーティリティを使用して追力□作成してください。 

[?] Windows のインス I ル中、イベントビューアのシステム□グにじ(下の□グが出力さ 

れる 


サーバはトランスポー h ¥ Device ¥ NetBT _ Tcpip _(..... にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため.初期化に失がしました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じを前を使用しているため，サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ l \ letbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 

ー ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題あり 
ません。 

[?] Windows のインス I ルをにデバイスマネージャで日本語106/109キーボードが 

英語101/102キーボードと認識される 

- デバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていまずが、 

キーボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で巧うことができまず。 
日本語106/109キーボードに変更したいときは、 t (下の手順で変更してくだ 
さい。 

(1) [スタートメニュー]から[設定]を違択し，[コント□-ルパネル]を起動ずる。 

(2) [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]を 
クリ 、ソク ずる。 

(3) [キーボー鬥をクリックし、 W 下のプ□パティを開く。 

101/102巧語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

(4) [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知のドラ 
イバを表示してその一覧か6違択する]を逞択する。 

(5) 「このデパイスクラスの八ードウエアをずべて表示」を違択し、日本語 PS /2 
キーボード （106/109 キー）を違択して[次へ]をクリックする。 

(6) ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

(7) U 下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行する。 


ゴ 


A Windows によ。て、この巧*:イスドライバ街、-ドウが埋み往があをことを蜡巧き 

A :廳基繳嗟宅盛 ifesi 潑茲歸釉巧, 


I はいが/ Is '…―[、厮挪……-1 

み 


離を徽兹證勘*テ雜鉛を 

&スト-化そ掃巧しますか？ 
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[?] Windows の動作が不安定 

□ システムのアップデートを行いましたか？ 

一 0 S をインス I ルした後にネットワークドライバをインストールずると動作 
が不安をになることがあります。 

システムのアップデート手順は， EXPRESSBUILDER に格納されている各 0 S 
のインストレーシヨンサプリメントガイドを参照してください。 

[?] STOP エラーが発生した時、「自動のに再起動ずる I の設定で、設定どおりに動作しない 

- 障害発生時に「自動的に再起動する」の設をにかかわ6ず，自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合がありまず。再起動しない場合は、手動で再起 
動して<ださい。 また、 この現象発生時に画面に青い縦線が入るなど、画面 
が乱れる場合があります。 

t ? l ブルー画面 （ STOP エラー画面）で電源 OFF びできな し、 

ーブルー画面で電源を OFR こする時は、強制電源 OFF ( POWER スイ、ソチを4秒聞 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は OFR こなりません。 

[?] バックアップ媒体か5システムをリストアを、動作びおかしい 

一 EXPRESSBUILDER を使ってシステムをアップデートしてください。 

[?] Telnet サービスびインス I ルされていない 


ーコンピュータをを14文字じ(下にして、 < Telnet サービスのインストール手順> 
に従って Telnet サービスをインス I ルしてください。 

< Telnet サービスのインストール手順> 

(1) スタートメニューか6[ファイルをを指走して実行]をクリ、ソクする。 

に）[る前]ボックスに 「 tintsvr / service 」 と入力し、 [0 K ] をクリックずる。 

な) スタートメニューか6[コント□-ルパネル]-[管理ツール]-[サービス]を開き、 
サービスの一覧に Telnet サービスが登録されていることをお認する。 

* Telnet サービスのインストール後は、コンピュータ名を15文字じ(上に設定して 
わ聞題ありません。 


[?] /3 GB スイッチ使用時、 0 S が起動しない 


/3 GB スイッチ使用時， 0 S が起動しなくなる場合があります。その場合は、 
じ(下の URL を参照し、 / userva スイッチを使用してユーザーモードの領域を適切 
な値に調整してください。 
http :// support . microsoft . conn / kb /316739 /ja 

巧] システム時刻がずれる 

一 NTP (Network Time Protocol ) サーバなど時刻を調整するサーバを利用しな 
い場合、実時刻に対してシステム時刻がずれることがあります。この場合は， 
NTP サーバを利用するか 、 Windows Time サービスを無効に設定してくださ 
い。 
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EXPRESSBUILDER に〇し、て 

「 EXPRES 犯 UILDER 」 DVD か6起動できない場合は、次の点について確認してください。 

□ POST の実行中に 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットし、再起動しないと 
エラーメ、ソセージが表示されたり、 0 S が起動したりしまず。 

□ BIOS のセットアップを聞違えていませんか？ 

一 B の S セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設定するこ 
とができます。 B の S セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよう順をを変更してください。 

< fit 認するメニュ ー:「 Boot 」 > 

□ 巨 00 1 selection 画面で 『Os installatio ザホホ default 林*』を選択した場合に J : 尸 F のよ 
うな;< 、ソセージが 表示され まず。 

ソセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESS 己 UILDER は、このコンピュータを動作対象としていません。 
正しいバージヨンをセットして「日 K 」 ボタンを押してください。 

croKj ボ每ンを押すと再起敦します） 

EXPRESS 巨 UILDER の対象マシンで 
はおりません。 

対象マシンで実行して<ださい。 

マザーボード上の八ードウエアに閱する情報を取得できませんでした。 
対象外の磯種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

croKj ボクンを押ずと再起敦します） 

マザーボード交換時など、 
EXPRESSBUILDER が装置固有情報 
を見つけ6れない場合に表示されま 
す。 

マザーボード上の八ードウエアに閱する情報が不正です。 

対まかの機種、またはマザーボードがが障している可能性があります。 

( マザーボード交換直後にこのエラーが出たときは 、 「Maintenance 

Utility 」 を使って八ードウエアの情報を正しく設定してください）。 
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シームレスセットアップについて 

く Windows 〉 

[?] 指定したパーティションサイズよりも小さい容量の八ードディスクドライブを使用して 

インス I ルしよラとしたときにむ下のメッセージび表示されに 


パーティションの作成が失敗しました。 
処理を続行できません。終了します。 


一処理を続行できません。接続されている八ードディスク容量と rF のパーティ 
シヨンサイズを指をし，再度セットアップを行なってください。 

巧] 指定したサイズより小さい値で/くーティシヨンが作がされた 

- シームレスセットアップを行った場合、指をした値より 8 MB 程度かさいサイ 
ズでパーティシヨンが作成される場合がありまず。運用上、聞題はありませ 
ん0 

[?] ドメインに参加ずるように設定したのに、ワークグループでインス I ルされている 

□ ホストをじ2バイト文字を使用していませんか？ 

一 Windows Server 2003の場合 > ホストをに2バイト文字をイま用ずるとドメイ 
ンの参出に失敗しまず。失敗した場合は，コント〇—ルパネル^システムか 
らドメインの参力□設定を行って<ださい。 

- LAN ケーブルが接続されていなかった場合、ドメイン参力□設をではなく、 
ワークグループ設定でインストールされまず。 OS 起動後に、ドメイン参力□を 
行ってください。 

巧] シームレスセットアップ中、が付け A - ドディスクドライブの中身が消去された 

□ OS をインストールずる八ードディスクドライプじ(外の八ードディスクドライブを 

接続していませんか？ 

一 0 S をインス I —ルする八ードディスクドライブじ(外の八ードディスクドライ 
ブを取りかし，シームレスセットアップを巧ってください。 

[?] ネットワークの接続をげ 『Local Area ConnectionJ になっている 

ーシームレスセットアップの仕様です。 

ネットワーク接続るを変更する場合は、シームレスセットアップ完了後に実 
施してください。 

[?] シームレスセットアップで Windows Server 2003をインストールずるとシステム 

ドライプのアクセス許可の設定が標準の設定と異なる 

ーシームレスセットアップを使用して Windows Server 2003をインストール 
するとシステムドライブのアクセス許可の設定が標準の設定と異なる場合が 
あります。詳細はマイク□ソフトのサポート技術情報を参照してください。 


URL : http :// support . microsoft . com / kb /957988 /ja 
で書番号： 957988 
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< Linux > 

[?] シームレスセットアップ-インス I ルキーび、どこに記載されているか見つか日ない 

- Linux サービスセット同捆の「はじめにお読みください」に記載されていま 
す。 

[?] 「Red Hat Enterprise Linux 已 Server し 「Red Hat Enterprise Linux ES 4 I のイ 

ンス I — J レディスク （「Red Hat Enterprise Linux 已 .1 Server ( x 86) Install Disc 

1~5 I など)が Linux サービスセット①中に見つか5ない 

□ BTO (工場組み込み化荷厢口ま、インストールディスクがに〇イメージとして Linux 
Recovery パーティションに格納されています。シームレスセットアップで「八一 
ドディスクからのインストール」を選択し再インストールする場合は、格納されて 
いるに0イメージを使用するため、インストールディスクの作成の手聞が省けま 
す。 

ー インストールディスクの入手ち法は 、 「Red Hat Enterprise Linux 已 Server 
インストレーションサプリメントガイド」または [Red Hat Enterprise Linux 
4 インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 

「 Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスクが同 
捆されていますので、そちらをご利用ください。 

[?] BTOQ ： 揚組み込み出荷)時の八ードディスクに不明な J くーティシヨン(タイプ vfat ) が 

確なされている 

□ Linux を BTO (工場組み込み化荷)で購入された場合、 Linux の再インストール届に 
Linux Recovery パーティション(が) 5 GB ) が確1呆されています。 

Linux Recovery パーティションには、再インストールにあ要なインストールディ 
スクのに0イメージやドライバ、アプリケーションなどが格納されています。 

^システム運用時に Linux Recovery パーティションがを要ない場合> Linux 
Recovery パーティションを削除することができます。再インストール時じか 
要になった場合には、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か 6 Linux Recovery パー 
ティシ ョンを作成することができます。 なお 、 Linux Recovery パーティショ 
ンを作成ずるにはインストールディスクが必、要でず。 

[?] 巧巧の Linux のバーティシヨンを残したままシームレスセットアップできない 

ー シームレスセットアップでは、再インス!-―ルを対象にしています。そのた 
め、既存の Linux パーティションを残したまま再インストールはできません。 
必要なデータをバックアップし、シームレスセットアップを行ってください。 

[?] BTO (工場組み込み出巧)時 m がのパーティシヨン構巧でシームレスセットアップできな 

□ シームレスセットアップでは、パーティションレイアウトとして 「 BTO 江場組 
み込み化荷）時パターン1~3」および「手動で設をする」を還択ずることができ 
ます。 

ーシームレスセットアップ時に己 TO (工場組み込み化荷)時と J かのパーティション 
構成でインストールするじは、 STEP 7 (93 ぺージの手順10を参照）の[パー 
ティション- パッケージの設定]画面で「手動で設をする」を逞択してくださ 
し、その後、画面の指示に従い操作を行い、インストール開始後表示される 
Linux の標準インストーラのパーティション設定画面(テキストモード)でパー 
ティションを設をしてください。 
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[?] Linux Recovery バーティシヨンをインストール時に削除できない 

ーシームレスセットアップの STEP 6 (93 ぺージの手順9を参照）の[インス! 一 
ル方法の選択]画面で 「 CD / DVD からのインストール」を選択ずるか、マニュ 
アルセットアップでインストールしてください。 

巧] シームレスセットアップ時にインス!"ールされるバッケージを知りたい 

□ シームレスセットアップでは、 BTO (工場組み込み化荷)時と同じパッケージ構成で 

インストールされます。 

一 BTO 江場組み込み出荷時にインストールされるパ、ソケージは 、 [Red Hat 
Enterprise Linux 已 Server インストレーシヨンサプリメントガイド 」、 「Red 
Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメントガイド」または 
「MIRACLE Linux V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して 
ください。または、パッケージの達択画面 (93 ページの手順10を参照)で「こち 
ら」をクリックすると、 BT 0 (工場組み込み化荷)時のパッケージー覧が表示さ 
れます。 


[?] シームレスセットアップで模巧ずる1ボタンをクリックし、再起動画面で再起動ずると 

Linux 標準インストーラが起動し言語やキーボード設定を巧め日れる 

ーインス!ルディスクの1枚目を挿入したまま巧起動したためです。シームレ 
スセットアップの[実行する]ボタンをクリック後、最初の再起動時にはすベて 
の CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 
すべての CD/D VD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動しても、 

言語やキーボードの設を画面になる場合は、「セットアップ前の殖認事項につ 
いて」旧7ぺージ)を参照し、シームレスセットアップが可能な八ードウエア 
構成になっているかをお認してください。 

[?] シームレスセットアップで[実行ずる]ボタンをクリックし、再起動画面で再起動すると 

Linux 標準インストーラが起動しない。 


一 「 EXPESS 己 UILDER 」 DVD またはフ□、ソピー•ディスクが挿入されたまま再起動 
された可能性があります。シームレスセットアップの[実行する]ボタンをク 
リ、ソク後、最ネ刀の再起動時にはすベての CD / DVD およびフ□、ソピーディスク 
を取り化して再起動してください。 

すべての CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動しても、 
Linux 標準インストーラが起動しない場合、オプションボードなどに八ード 
ディスクが接続され、ブートする八ードディスクが BT 0 (工場組み化み化荷)時 
と異なる可能性があります。 

BT 0 (工場組み込み化衙時と同じ構成に戻し、再度シームレスセットアップを 
巧ってください。 

[?] シームレスセットアップでインストール時に 、 「Do you have a driver disk ?」 という 

メッセージが表示される 

□ Linux 用ドライバディスクを要求ずるメッセージでず。事刷こ Linux 用ドライバディ 
スクを用意し、上記メッセージが表示された場合 Linux 用ドライバディスクを挿入 
しインストールを継続してください。 

一 「 EXPRES 雄 UILDER 」 のトップメニューの 「 Linux 用ドライバディスクを作成 
する」で作成するか、シームレスセットアップ中に Linux 用ドライバディスク 
を作成することができます。または、オートランで起動するメニューに2已 
ページ)か6作成することもできます。 
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[?] シームレスセットアップでインス!ル時に、 「 CD が見つかりません。 I または 「CD 

Not FoundJ というメッセージが表示される 

□ インストールディスクを要求するメッセージです。 

ーインストールディスクの1枚目を挿入し、インストールを継続してください。 

[?] シームレスセットアップでインス!ルを、：欠のような現象が発生ずる。 

□1 . X Window System が起動しない ( startx 〕 マンドが異常終了する)。 

2. コンソール端末に表示されるメッセージが文字化けする。 

3. X Window System は起動するが、キーボード設走が巧字配列になっている。 

4. ネットワーク設をが行われていない。 

- Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参 
照し、 Linux の初期導入設定を行ってください。 

[?] フ□ッピーディスクドライブのお定で " sda " を駡巧したが、エラーメッセージが表示 

される 

一 0 S が認識するフ□、ソピーディスクドライブのデバイスをが" sda " と異なって 
いる可能性があります。化のデバイス(通常はリストの一番最後のデバイス名） 
を選択してください。 

[?] シームレスセットアップでインス!ルを、 LAN ポート1にケーブルを接続して ethO 

を有効にしても、ネットワーク接続ができない 

一 LAN ポートの番号と 0 S が認識する N にの順序が異なります。システム B の S の 
N にの認識順と 0 S の N にの認識順が異なるため、本体装置の LAN ポートは trF 
の順唐で認識され、デバイスをが付与されます。 


デバイス名 

LAN のポート 番号 

ethO 

2 

ethi 

1 


オプションの LAN ボードを搭載した場合、オプションホ搭載の状態と比較して 
本体装置の LAN ポートにがちされるデバイスをが変更される場合があります。 
本体装置の LAN ポートのデパイスをが変更されている場合、ケーブルの差し 
替え、またはネットワークの設を変更を巧い、ネットワーク接続できることを 
お認してください。 


才ートランで起動ずるメニユーについて 

の オンラインドキユメントが読めない 

□ Adobe Reader が正しくインストールされていまずか？ 

ー オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイルおまで提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

□ 使用している 0 S は 、 WindowsXP SP 2 でずか？ 

一 SP 2 にてオンラインドキュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に W 下 
のような情報バーが表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください...」 
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この場合 W 下の手順じてドキュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショー トカットメニ ューが 現れます。 

(2) ショートカットメニューか6、「ブ□ックされているコンテンツを許可」を選 
択する。 

「セキュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) ダイア□グボックスじて「はい」を選択する。 

[?] メニユーが表示されなし、 

□ ご使用の OSI ま 、 Windows XPW 降、または Windows Server 2003と J 降ですか？ 

一本プ□グラムは、 WindowsXPW 降または Windows Server 2003 U 降のオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 

一 Windows 2000の場合は、あ6かじめ E 6.0 をインストールしてください。 

一 Windows Server 2008 Server Core 環境には対応していません。 

□ < Shif わキーを押していませんか？ 

一 < Shift > キーを押しなが6ディスクをセットすると、オートラン機能がキャン 
セルされまず。 

□ OS の状態は問題ありませんか？ 

ーレジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラか6「マイ 
コンピュータ」を達択し、セットした DVD ドライブのアイコンをダブルク 
リ 、ソク してください。 

[?] メニユー頂目がグレイアウトされている 

□ ご使用の環境は正しいでずか？ 

- 実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することがを要だったりします。適切な環境にて実巧するよラにしてく 
ださい。 

[?] メニユーび英語で表示される 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが巧語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーテイングシステムにて動作させてください。 


ExpressPicnic について 


[?] Ex 目 ressPicnic が起動できない 


一 ExpressPicnic は、 「 Microsof 愤 HTML Application host 」 で実行する必要があし J 
ます。起動しない場合は、下記の手順で 「 Microsoft ® HTML Application host 」 
の関連付けを巧って < ださい。 

1. Windows のスタートメニューから[ファイル名を指定して実行]を選択する。 

2. % windir 96¥ system 32¥ mshta.exe / register と入力ずる。 
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ESMPRO について 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）について 


一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメント 

「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラ 
ブルの回避方法やその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 

ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版）について 


一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメント 
「 ESMPRO/ServerAgent Ver .4.2 (；Linux 版）ユーザーズガイド」、 
「 ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版）インストレーシヨンガイド」で詳しい使 
いちやその化の補足説明が記載されていまず。参照して<ださい。 

ESMPRQ / ServerMana 邑がについて 

-添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメント 

忙 51\/1 ド 1^0/56 「 \/6 「 [\/13 り 396 「インストレーシヨンガイド」で トラブルの回避方 
法やその他の補足説明が記載されていまず。参照して<ださい。 


情報提供ツール 「 NEC か5のお知5せ」 

の -NET Framework Version 2.0 I ■ソ降をインストール時に、情報提供ツール 「 NEC か 

5のお知5せ」を終了させる旨のメッセージが表示される 

一 情報提供ツール 「 NEC か6のお®6せ」をインス!ルしている環境で . NET 
Framework Version 2.0 U 降をインストールする場合、事前に情報提供、ソー 
ル 「 NEC か6のお®6せ」を終了させる必要があります。情報提供ツール 
「 NEC か6のお®6せ」を終了させた後、改めて . NET Framework のインス 
卜ールを開始してください。 . N 口杆 amework インストール終了後、情報提 
巧'ソール 「 NEC からのお巧6せ」を起動させてください。 
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RAID システム、 RAID コント□ーラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 

しく機能しないときは次の点についてお認してください。また、該当ずる項目があったとき 

は、処理ち法に従った操作をしてください。 

[?] 0 S をインス!ルでをない 

□ RAID コント日ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

一 RAID コンフィグレーションユーティリティ (LSI Software RAID 

Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しく〕ンフィグレーションして 
ください。 

[?] 0 S を起動でをない 

□ RAID コント□-ラの B の S 設定が変更されていませんか？ 

一 RAID コンフィグレーションユーティリティ (LSI Software RAID 
Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しく設定してください。 

□ POST で RAID コント□-ラを認識していまずか？ 

一 RAID コント□-ラが正しく接続されていることを認識してか6電源を on じし 
てください。 

-正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障が考え 
6れます。契約されている保守サービス会社> または購人された販売店へ連 
絡してください。 

巧 U ビルドげでをなし、 

□ リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

- 巧障した八ードディスクドライブと同じ容量の八ードディスクドライブを使 
用してください。 

□ 論理ドライブが、 RAID 0 ではありませんか？ 

一 RAID 0 には冗長性がないため，リビルドはできません。故障した八ードディ 
スクドライブを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、イニ 
シャライズを行ってからバックアップデータを使用して復旧してください。 

巧 オートリビルドびでさない 

□ 八ードディスクドライブを巧あ（ホットスワップ）するときに十分な時聞をあけま 

したか？ 

ーオートリビルドを機能させるためには、八ードディスクドライブを取り化し 
てから取り付けるまでの聞に90秒じ(上の時園をあけてください。 

□ 設定を聞達えていませんか？ 

一 LSI Software RAID Configuration Utility を使って、才ートリビルドの設定を 
確認してください。 TOP メニュ— >-「 Objects 」 ^ 「 Adapter 」 一 
[Auto Rebuild 」 

* WebB の S にはオートリビルドの設をはありません。 
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[?] J \- ドディスクドライブが Fail になった 

- 契約されている保守サービス会せまたは購入された販売店へ連絡して<ださい。 

[の Universal RAID Utilitv の物理デバイスの悟報の一部び正しく表示されなし、 

一 LSI EmbeddedMegaRAID ™ をご使用の場合 、 Universal RA に Utility の物理デ 
バイスの情報の一部が正し < 表示されない場合があります。 


その他について 

[?] 1•ソ下のメッセージび表示される 


Spurious 8259 A interrupt : IRQ 7 (IRQ 1 5) 


- メッセージについては割り込みコント□-ラ(8259)が IRQ を正しく受け取れな 
かったことを CPU へ通巧した際に表示されるメッセージであり、本メ、ソセー 
ジについては無視するようお願い致します。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を探取することができます。 


• ly 降で説明ずる障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員 
か6情報採取の依頼があったとをのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとさ、仮想メモリが不足していることを示ず 
メッセージが表示されることがありまずび、そのままシステムを起動し 
てください。途中でリセットし、もラー度起動ずると、障害情報が正し 
く採取できません。 


イベント□グの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取しまず。 


W -0 STOP エラーやシステムエラー、ス I ルが起をている場合はいつたん再起動 
してか6作業を始めまず。 


1. コント□—ルパネルか5 [管理ツール]一[イベントビューア]をクリックする。 

2. 採取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動していたアプリケーション I こ関連するイベント 
が記録されていまず。[セ丰ュリティ□グ]にはセ丰ュリティに関連するイベン 
卜が記録されています。[システム□グ]【こは Windows のシステム構成要素で発生 
したイベントが記録されています。 

3. 廳作]メニューの[□グファイルの名前を付けて保を]コマンドをクリックする。 



ファイルを） 

測がか 

ま示が） AJ レフお） 


四イ 
.恒 




アプリ 
たキ j - 
シスラ 


すぺてのイベントを消去但） 


最巧の I 暗郎に更新(む 
一捏のエクスポート(じ.. 


プ□パティ® 


ヘルプが） 


み 障郁 
みち 沛 


□ヴファイルのるおを巧けてな巧(か... 


回 


f 個のイ 




2003/ 
2003/ 
2003/ 
2003/ 
2003ノ 
2003/ 
2003/ 
2003/ 


4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブ□グファイルの名前を入力ずる。 

已.[ファイルの種類]リストボックスで保をする□グファイルのあ式を選択し、 [ OK ] 
をクリックずる。 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照して < ださい。 
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構成情報の採取 

八ードウエア構成や内部設定情報などをお取します。 
情報の採取には「診断プ□グラム」を使巧します。 


W -0 STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起をている場合はいつたん再起動 
暨 3 してか6作業を始めまず。 


ユーザーモードプ□セスダンプ（ワトソン博±の診断情報）の採取 

アプリケーションエラーに関連する診断情報を探取します。 

詳しくは「導人編」の「ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法」 （76 ページ）を参照し 
てください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、探取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は，ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保ちしたかを記載しておいてく 
ださい。診断情報の保存先は任意で設をできます。詳し<は「メモリダンプ（デバッグ情報) 
の設を 」 （Windows Server 2003はのぺージ）を参照してください。 


• な守ヴービス会社のな守員とホ目談した上で採取してください。正常に動 
作しているときに操作ずるとシステムの運用にま障をきたずおそれびあ 
りまず。 

• 障害の発ををに再起動したとさにお想メモリび不ちしていることを示ず 
メッセージび表示される場合びありまずび、そのまま起動してくださ 
し、。途中で U セットして起動し直ずと、データを正しくダンプできない 
場合びありまず。 


障害が発生し、メモリダンプを探取したいときに DUMP スイッチを押してください。スイ、ソ 
チを押すときには金属製のピン（太めのゼムクリップを引き伸ばして代用できる）をスイ、ソ 
チ巧からを[めに差し込んでスイ、ソチを押します。 

スイ、ソチを押すと、メモリダンプは設をされている保存先に保存されまず （ CPU がストール 
した場合などではメモリダンプを探取できない場合があります)。 


DUMP スイツチ、 


] 日应曲。。。。)却 © © □□□ 


〇ご 


DD 


口 □□ 
□ロロ 
ロロロ 
口 □□ 


"~〇 つま楊ほやプラスチックなど巧れやずいらのを使用しないでください。 
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システムの修復 


—Windows Server 2008の場合一 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、システム回復オプションを使用して 
システムの修復を巧うことができまず。ただし、この方まは詳しい®識のあるユーザーや管 
理者のもと実施してください。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

—Windows Server 2003 x 64 Editions , Windows Server 2003の場合— 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を巧いまず。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者以外にはお勧め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 



• システムの修復後、必ずシステムをアップデートしてください。また、 
Windows の場合は、システムのアップデートに加え、各種ドライバを 
アップデートしてください。詳しくは 「EXPRESSBUILDERJ DVD に 
格納されている各 OS のインストレーシヨンサプリメントガイドの「シ 
ステムのアップデート J 、 「ドライパのインストールと詳細設定 J を参照 
してぐださい。 

• 八ードディスクドライブが認識できない場合は、システムの修復はでき 
ません。 
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保守ツール 

保守ツールは、本製品の予防保守，障害解が、設を等を行うためのツールです。 


巧巧ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動しまず。 


1 . 周辺機器、 Express ヴーバの順に電源を日 N にする。 

2. Express サーバの光ディスクドライブへ 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットした5、リセットする（く Ctrl> + く Alt> + く Delete〉 キーを巧す） 
か、電源を日 FF/ON して Express サーバを再起動する。 

DVD から下のようなメニューが起動しまず。 


Tool menu(Normal mode ): 

□一カルコンソールでツールを 使用 
する場合に選択します。 


Tool menu(Redirection mode ): 
コンソール レスで、 ソールを 使巧ずる場合 


に選択します。 


Boot select ion | 

(IS Installation '•••» default **•» 


wO メニューの初期選択は rOs installation 」 となつていまず。 

邑3 Boot Selection メニュー表示後、10秒間操作が行われない場合は 、 [Os 
installation 」 が自動で起動しまず。 
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4. □—カルコンソールを使用する場含は 「Tool menu(Normal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場含は 「Tool menu(Reclirection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 

じ(下1こ示ず Language selection メニューを表示します。 



两"〇 メニューのネ刃期選択は rJapanese ] となつていまず。 

Language selection メニュー表示後、日秒間操作が行われない場合は、 
「 Japanese 」 が自動で起動しまず。 


已. fJapaneseJ を選択ずる。 

「 Japanese 」 を違択すると次のツールメニューを表示します。 



□一カルコンソールを使巧した場合 



6. 各ツールを選択し、起動ずる。 














294 保守ツール 


巧巧ツールの機能 


保守ツールでは W 下の機能を実行できます。 

• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動しまず。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害紹析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品におきた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の確認ができます。 


"~〇 オフラインな守ユーティリティは通常、な守員び使用ずるプ□グラムでず。才 
IB 岂 フラインなずユーティ U ティを起動ずるとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
まを示ず説明）びありまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティ U 
ティの操作を熟知しているな守ヴービス会社に連経して、な守員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、 W 下の機能を実行できます。 

一 IPMI 情報の表示 

IPMKIntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守巧換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により > 本製品で起こつた障害や各種イベントを調査し、交換部品を特走す 
ることができまず。 

一 BIOS セ、ソトアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテキストファイルへ化力します。 

ーシステム情報の表示 

プ□セ、ソサに PU ) や己 IOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力 
したおします。 

ーシステム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退避）をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 



システム情報のバックアップ方法については、 80 ぺージで説日月しています。な 
お、リストア（復旧）は操作を熟ミロした巧守員なかは斤わないでください。 


- システムマネージメント機能 

BMC(Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜 制御機能を使巧するた めの設をを行いまず。 







運用■保守編 29已 


• BIOS/FW Updating 

8番街で配布される「を種 BIOS / FW のアップデートモジュール」を使巧して，本装置の 
BIOS/FW (ファームウエア）をアップデートすることができまず。「各種 B の S / FW の 
アップデートモジュール」については次のホームページに詳しい説明があります。 


『8 番桂;』： http // nec 8. com / 

各種目の S / FW のアップデートを行う手順は、配布される「各種目の S / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されていまず。記載内容 I こ従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 


W -0 团 OS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
■to でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
な日まず。 


• ROM-DOS Startup FD 


ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• Test and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実巧し、本体の磯能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を検査しまず。システム診断を実行ずると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。252ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 


• System Management 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

このメニューから起動ずる磯能は Maintenance Utility のシステムマネージメント磯能か 
ら起動するものと同じです。 
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コンソールレス 


保守ツールは、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セットアッ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) か6遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っていまず。 


• 本装置け列のコンピュータおよび他の Express 已800シ U- ズに使用し 

圍3 ないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレスでは、 「BootSelectionJ メニュー中の fTool 
menu(Redirection mode)J を選択してください。その他を選択して 
も管理 PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC か6実巧する 

• ダイレクト接続 （ COMB ) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 DianaScope 」 オンラインドキュメントを参照してください。 


• BIOS セットアップユーティ U ティの己 0011 メニューで起動順岳を変えな 

置3 いで<ださい。光ディスクドライブび最ネリに起動ずるよ5になっていな 

いと使用でさまはん。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能でず。 

• ダイレクト接続はシ U アルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作ずるためには、操作ずる管理 PC と 
の通信方まや詳細な設定をなをした r 設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ずフ□ッピーディスクドライブに挿入しておくお 
要びありまず。「設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマ 
ネージメント機能や、 DianaScope Confi 呂 uration で作成ずることび 
できまず。 r 設定情報ファイル J はフ□ッピーディスクのルートディレ 
クトリに必ず ly 下のファイルちで作成してください。 

く設定情報ファイルる>: CSL_LESS.CFG 

• 巨 I0S セットアップユーティリティを通常の格了方法 W 巧の手段（電源 
OFF やリセット）で終了ずるとリダイレクションが正常にできない場合 
がありまず。設定ファイルで再度設定を行ってください。 



BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 

• LAN Controller: [Enabled] 

• Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: に F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

• Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: に F8] 

参 Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

• Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 
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移動と保管 

本体を移動' 保管するときは保守サービス会せじ連絡して、ラックか6の取りかしを依頼し 
てください。 



警告 


AA 

A® 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が巧こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理*改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 


爪爪 

AQ 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 落下'ち音 

• 装置を弓 I き出した状態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 戸旧ごち章 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


• フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守ヴービス会社に連経してください。 

• 八ードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとっておいてぐださい。 

• \\-ドディスクドライブを內蔵している場合は八ードディスクドライブ 
に衝撃を与えないよラにミ主意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、內蔵機器や本体を正しく動作させるためにち室温を 
保てる場所に保管ずることをお勧めしまず。装置を保管ずる場合は、保 
管環境条件（温度：-10〜日日で、湿度： 20〜80%)を守って保管し 
てください（ただし、結露しないこと）。 


1. 本体にフ□ッピーディスク、ディスクをセットしている場をは取り出ず。 

2. 本体の電源を日 FF (P 日 WER ランプ消灯）にずる。 

3. 本体に接続している電源 コー ドを コン セントか S 抜く。 

4. 本体に接続しているケープルをすべて取り外す。 
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日.ラックに搭載している場含は、11目ぺージを参照して本体をラックか S 取り出す。 
6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないよラしっかりと個包ずる。 


W -0 輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確 
置3 認•調藝をしてくだをい。システム時計を調整しても時間の経過と巧に著しい 
遅れや進みが生じる場合は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に 
保守を依頼してください。本装置、および、内蔵型のオプション機器は、寒い 
場所か6暖かい場巧に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使用ずると誤動 
作や故障の原因となりまず。装置の移動後や保管後、再び運用ずる場合は、使 
用環境に十分なじませてか5お使いください。 
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ユーザーサポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してくださ 
い。 


保証にごいて 


本装置には『保証書 J が添付されていまず。『保証書』は販売店で所定事項を記入しておミ度し 
しますので、記載内容を殖認のうえ、大切に保管してください。保証期聞中に故障が発生し 
た場合は、『保証書 J の記載内容にもとづき無償修理いたしまず。詳し<は『保証書』および 
この後の「保守サービスじついて」をご覧ください。 

保証期聞後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡して < ださい。 


"~〇 • 醉社製外（ヴードパーティ）の裂品、または醉社び認定していない装 

置3 置やインタフエースケープルを使巧したために起きた装置の故障につい 

ては、その責任を負いかねまずのでご了 7 否ください。 

• 本体の上面に、製品のお式 、 SERIAL No . (号機ま号)、定あ醫造業 
ち名、裂造国び明記された銘板が貼ってありまず。販売店にお問い合わ 
せずる際にこの内容をお伝えください。また銘板の号機番号とな証書の 
な罰ま号び一致していませんと、な罰期間巧に故障した場合でち、巧罰 
を夏け6れないことびありまずのでご確認ください。巧一違ラ場合は、 
販売店にご連経ください。 


銘板 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」と思った6、 W 下の手順を行って<ださい。 


1 . 電源 コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （2 已已ページ)」を参照してください。該当するを状があれば記載 
されている処 I 里を行ってください。 

3. 本装置を操作ずるために必要となるソフトウェアが正しくインス I ルされている 
ことを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プ□グラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

上の処理を巧ってわなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡<ださい。その際にサーバのランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先に 
ついては、付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期聞中の修理は'必ず保証書を添えてお申し化み<ださい。 


"~〇 この装置は日本国内仕様のため、 NEC のミ毎列拠点で修理ずることはできませ 
置3 ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のちのを巧意して<ださい。 

□ 保証書 

□ ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

□ 障害情報 （289 ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保ずサー 
ビス会せから指示があつたときのみ用意してください。） 

□ 本体' 周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧サービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社じよって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安也の上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご柜談は、弊せ営業担当または代 S 店で 
承っておりまずのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 


保守サービ スメ ニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあた 
ります。この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービス 
を実施させていただくもので、お客様との間に維持保守契約を結 
ばせていただきまず。さまざまな保守サービスを用意しています。 
詳しくはこの體の說明をご覧<ださい。 

未契約修理 

お客穂の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたりまず。 
保守または修理料金はその都度精算するち式で、作業の内容に 
よって異なります。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しておりまず。サービスの 
詳細については、 「NEC 8番街 （ http://nec8.com/)」 の「サポート情報」をご覧ください。 


• サービスを受けるためには事前の契約が必要でず。 

• サービス料金は契約ずる日数/時間帯により異なりまず。 
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情さ良サービスについて 


本製品に関するご質問-ご巧談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL . 03-34 已已-已800りで表） 

受イ寸時園/9:00〜12:00、 13:00-17:00 月匿日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点か6お客様に連絡する「エクスプ 
レス届報サービス」の申し込みに関ずるご質聞-ご相談は「エクスプレス受付センター」で 
お受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 0120-22-3042 

受イ寸時聞/9:00〜17:00月匯日〜金匯日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http :// nec 8. com / 

『8番街』；製品情報， Q&A など最お Express 情報満載！ 

http :// www.fieldin 有. co . jp / 

NEC フイールデイング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリユーシヨン、用 
品、施設工事などの情報をご紹介していまず。 





